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弁護士。市内国領町在住。「慰安婦」問題解決オール連帯ネットワーク事務局長





運動に展望


が持てた！


　  常田 武(染地)


　去る五日三日に、日比谷公会堂で開催された「二〇一〇年五・三憲法集会」に参加しました。集会には約五〇〇〇人が参加し、二人の市民の方と政党代表のスピーチ、市原悦子さんによる朗読が披露されました。私は二〇〇〇年から開始されたこの集会には初めての参加で、会場外のオーロラビジョンで集会の様子が放映されていましたので、調布から参加した六人の方と屋外での集会参加となりましたが、集会後は久しぶりの銀座へのデモ行進にも参加しました。


　一〇回目を迎えて今年の集会は直前の世論調査を見ても、憲法九条の改悪に反対する割合が過半数、もしくは改正賛成と拮抗する結果となっていることを反映して、元気で明るい零囲気で行われた様に感じました。また参加者に配布されたここ一〇年間の憲法改正をめぐる動きを記載した年表や集会の企画紹介は憲法を守り、生かそうとする私たちの運動の資料として大変貴重な資料であると思いました。


草の根から


の運動の広


がりを確信


 　関谷先弘(多摩


     川九条の会)　


　川崎市多摩区の登戸三角公園で開催した「憲法記念日ピースパレード」に参加しました。主催はピースパレード実行委員会。開場時間の十一時に会場に行くと、すでに食べ物や飲み物の出店が並び、しつらえたステージでは、子どもたちも出演して太鼓の演奏や踊り。晴れた空に「沖縄を返せ」のうたごえも響きました。


　十三時には一五〇人に増えた参加者が一つになって集会。労働組合や民主団体が決意表明しました。十四時からは、「憲法を暮らしに生かせ」「米軍基地撤去」「横須賀基地への空母寄港反対」「厚木飛行場の騒音をなくそう」など思い思いの要求を書いたプラカードや風船、横断幕をかざして川崎市緑地公園まで一時間の道のりをパレード。草の根からの運動の広がりを確信することができました。





　憲法記念日の五月三日には、日比谷公会堂での「五・三憲法集会」をはじめ全国・各地で、沖縄の基地問題、安保改定五〇年と結ぶ多彩なとりくみがくり広げられました。日比谷集会に参加した常田さんの感想、川崎で行動した関谷さんの報告を掲載します。





交流コーナー





　調布市内の九条の会の情報です。どうぞ情報をお寄せください。





　深大寺九条の会


　六月五日（土）十三時半～　於・調布市立図書館深大寺分館集会室（バス停「山野」下車、セブンイレブン横を東に入って左）テーマ「密約」


▼連絡先　４８５-０４４８小保方


　多摩川九条の会


　七月十八日（日）十三時半～十六時　於・多摩川児童館(京王多摩川駅北側高架下)、テーマ「日米安保条約を基地問題から読む」、お話し、目下交渉中。　　　　　▼連絡先　４８６-３５１２古川


全国の「九条の


会」七五〇七に


「九条の会」事務局は四月二十二日、国会内で記者会見し、「九条の会」が予定している講演会の企画や、草の根に広がる地域・職場・学園の「会」の数が七五〇七に達したことを発表しました。


小森事務局長は会見の冒頭、四月九日に亡くなったよびかけ人の一人井上ひさしさんは、「言葉の力で戦争を押し返す運動」に大きく貢献されたことを紹介し、予定していた六月十九日の講演会は井上さんの志を受け継ぐ場として成功させたいと語りました。


また、普天間問題や改憲手続法の施行など憲法をめぐる動きについて、「九条の会」として草の根の運動の自主性を尊重しつつ、それぞれの運動の発展に協力していきたいと述べ、そのためにも近隣の「会」が助け合って小学校区単位の「会」づくりを意識的にすすめる必要があるとの考えを示しました。





　ニューヨークに出かけた人びとを中心に、日程と内容について検討中です。「憲法ひろば」はその成功を願う立場から「６月例会」を見合わせて、この「報告会」に臨みます。
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写真は５・３憲法集会・銀座パレードの先頭




















